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皿　実践の記録
教育実習生の「指導」
1．実習のはじめに
1－1　2週間は短かすぎ試行錯誤で終るかも知れませんが，その試行錯誤こそ大切なものと考
　　えます。　　　　　　　　　」?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????ー?????最初は疲れると思いますが，失敗を恐れず，若さで頑張って下さい。
まあ，あまり緊張せずに，がんばって下さい。
まず，慣れてください。
生徒と仲よくなること，これが何よりも大切です。
できるだけ早く生徒の中に入っていくこと。
まず，積極的に生徒に接すること。
生徒に接するときは，おどおどしないで目をきちんと見ること。
生徒対自分でなく，生徒の中の自分という態度がよいでしょう。
教科外での生徒との接触はとても大切です。
給食指導や清掃指導でどんどん生徒の中へ入っていくこと。
色々な行事に積極的にとりくんで下さい。
生徒とともに体をうこかすことが1番の近道です。
できるだけはやく生徒の名前を覚えて下さい。
生徒たちは，新しい先生から名前をよばれると，おどろくほど喜びます。
生徒は先生に声をかけられるのを待っています。早く名前を覚えて話しかけてやってく
　　ださい。
1－17　2週間のうちに，「生徒と共に」の感じがもてるように努力して下さい。
1－18　指導者としての自覚も必要ですが，生徒と共に，場合によって生徒から学ぷという姿勢
　　を忘れないこと。
1－19　はじめて「先生」と呼ばれたときの，君の感動はとても大切だと思います。
1－20　生徒たちは，若い先生ということでずいぶんはりきっています。生徒の期待に応えてく
　　ださい。
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2．参観など
2－1
2－2
2－3
2－4
2－　5
2－6
できるだけ多く授業を見てください。もちろん，先生の了解を得て。
自分のクラス，学年だけでなく，自分の教科の2年，3年の授業も。
他人の授業をみると，自分の欠点がよくわかるはずです。
授業をただ見ているだけではだめです。
自分が授業する場合はどうするかという観点から参観することが大切です。
いろいろな授業を見て，教師により，時限により，また天候によっても教室の雰囲気が
　　ちがうことを知ってほしい。
2－7　朝の会，帰りの会も，自分だったらどうするか，どういう話をするかという観点からみ
　　て下さい。来週から学級を全ておまかせします。
2－8　連絡事項はきちんとメモしておかなければ生徒に伝えられません。
2－9　連絡事項の伝達がまずい。もっとはっきりと区切りをつけひとつひとつやって下さい。
2－10仕事，提出物をもっと早く。
2－11若いのですから，もっとスピーディな行動を。
2－12　実習ノートの整理に2時間も，それだけで失格です。
2－13　本来，実習の日誌はその日の放課後に提出して検印をうけるもので，翌日出してよいと
　　いうものではない。甘えの姿勢がある。
2－14　思った以上に教師の仕事が多いということに気付いたと思います。教師には事務能力も
　　必要だということです。
3．　教材研究，指導案
3－1　教材研究はいくらやってもやりすぎということはありません。
3－2　授業では，調ぺたことのほんの一部しか使われませんが，徹底的に調べておくことが必
　　要ですし，それが自信になるのです。
3－3　指導案をいきなり完全な形にしようとするからむずかしいのです。メモ程度から出発し
　　て，色々なアイデアをもりこんでいくのです。まず，第1次案をつくり，見せて下さい。
3－4　指導案は計画だということを忘れないでください。
3－5　教案は必要であるが，絶対的なものではなく生徒と面して千変万化，時に応じて，場面
　　によって応用できるものにしておくこと。
3－6　指導案は授業の計画ですが，授業には絶対必要なものです。
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3－・7　「何のために」，「何を」を，まず，しっかりおさえること。
3－8　何を，どれだけ，どのように教えるかを考えてください。
3－・9　その授業の必要最低限は何？
3－10　まず，授業のポイント，一番大切なところをおさえて下さい。
3－11生徒にとって，何がわかりやすいか，何がわかりにくいかを考えてみてください。
3－12　生徒をどのように活動させるかがなければ指導案になりません。
3－13　自分にわかっていることを生徒にどのようにわからせるかがいちばん大切で，むずかし
　　いのです。
3－14　あまり工夫しすぎて，術におぼれないように。
3－15　発問計画，板書計画，当然のことです。
3－16教材研究では，仲間の力が大きいと思います。何でも，ひとりでは困る。仲間と相談す
　　ることも必要。よい勉強になるはずです。
4．最初の授業
4－1
4－2
4－3
4－4
4－5
4－6
まず，初めて教壇に立ち，授業が一応できたということで十分です。
何事も最初はうまくいきません。
はじめはだれもが同じです。
私たち教師も満足のいく授業などほとんどないのです。
「力のなさを痛感」とありますが，まだ早いと思います。安易すぎます。
初めから自分で納得できるような授業などできるわけがないのです。あまり自信を失な
　　わないで下さい。
4－7　「知っていること」と「教えること」のちがいを痛感したことでしょう。
4－　8　もっと元気よくやってほしいと思う。
4－9　もっと声を大きく，自信をもってやること。
4－10下を向くではだめです。
4－11教卓にしがみつかず，できるだけ生徒の机間に入りこむように。まだそれが無理なら，
　　教壇の上で左右にうごくだけでも。
4－12　上手，下手を問題にはしません。生徒たちは教生に若さを求めていると思います。
4－13最初の教壇に立ったときの緊張感はとても大切です。そのときの気持を忘れないで下さ
　　いo
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5．授業実習，授業の技術
5－1
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　緊張感をもって授業に臨んでほしい。生徒達は新鮮な授業を求めている。
　こちらが生気に満ちて，自信をもってのぞまないと生徒は敏感にそれを感じとります。
　授業ではたえず生徒のうごきに注意すること。
　生徒の目のうごきを見ること。
　教室のすみずみまで気を配ってください。
　そろそろ授業をすすめながら生徒の反応を見る余裕がほしいのですが。
　「ゆとり，ユーモア，夢」，この3つの「ゆ」を生きた授業にどのように組み入れるか。
　授業は大げさにいえば，演劇的な面をもっています。声色や態度にメリハリをつけ，多
少過剰な表現をつかい，クライマックスを明確に印象づけることも必要になります。
　「演じる」ことも必要だと思います。しかし，それには恥も外聞も捨てることが必要に
　　なります。
5－10　ベルが鳴ってしばらくして教室に入るではだめです。大学とはちがうのですよ。
5－11第3時限の授業は2分はやく終了した。実習生たる者は，終了のベルが鳴るまできちん
　　と責任を果すぺきである。
5－12　授業では，時間配分を常に頭におくこと。
5－13時間が足りなくなるのは指導事項が多すぎるからです。ポイントをしぼらないとだめで
　　す。
5－14　いつも時間が足りない，足りないでは困ります。もう一度，　「これだけはどうしても」
　　をおさえて，時間配分を考えてください。
5－15声が後まできこえるということが授業の第1の条件です。
5－16声が大きく，元気があってよいのですが，となりの教室から苦情がでています。
5－17　語尾の「サ」がとても気にかかる。
5－18語尾をのばす言葉づかいはよくない。もちろん，生徒の場合も。
5－19　もっとゆっくり，はっきり。
5－20　むずかしい言葉を使いすぎるので注意。
5－21　教師の禁句，「わかりましたか」。
5－22指名の仕方がとても大切です。生徒全員に，これが理想ですが，実際には，できるだけ
　　多くの生徒に，です。
5－23前の時間に指名しなかった生徒に指名するなどのきめの細かさが必要です。
5－24　授業中での問ちがいの訂正はなかなか難しいものです。
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5－25下らない質問でも即座にそれをはねつけないでください。
5－26見当ちがいの意見をいう生徒がいても，一応とりあげる姿勢がほしい。
5－27　生徒の発言は認めてやり，ほめてやることが必要です。
5－28　発問はもっとゆっくり，わかりやすく。
5－29発問では，第2，第3の発問を準備しておくことが必要です。　　　　　　、
5－30発問は計画的に，確認のために板書すること。
5－31発問がしっかり組みたてられているということは，教材に対する見方がしっかりしてい
　　るということです。教材研究が十分になされているということです。その反対を考えてみ
　　て下さい。
5－32　発問と答との間があまりにも短かすぎます。生徒にもっと考える時間を。
5－33　「発問し，生徒に考えさせる時間をとる」，これが授業のポイントです。
5－34　自分ですぐ答をいわないこと。
5－35　なるべく生徒に考えさせ，そして答えさせること。
5－36　質問責めはだめ。
5－37　すぐに「つまり……」と結論にもっていきすぎる。もっと結果にいたるステップを大事
　　にすること。
5－38　ようやく，問を発してから答がでるまで待つことの大切さ，難しさに気がついたようで
　　すね。
5－39　おそくとも，生徒が自分で考え，解決していく，これがいちばん確実な道なのです。学
　　習するのは生徒ですから。
5－40　プリントは大切です。しかし，異なる目的のプリントを同時に配ると混乱します。
5－41　プリントの活用はとてもよいことです。しかし，印刷が不鮮明だったり，図がよく見え
　　なかったりしています。注意。
5－42　生徒に作業をさせるときは生徒がどのぐらいできているか把握するために生徒の中へ入
　　っていってみること。
5－43机間巡視をもっと多く。生徒ひとりひとりにアドヴァイスをする場だと考えてください。
5－44机間巡視はただ歩けばよいというものではありません。
5－45　生徒が答えるときその生徒のそばに行くのはとてもよいことですが，その生徒との対話
　　になっては困ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
5－46板書ではバランスが大切です。字の大きさを統一して，曲がったり，横がそろっていな
　　かったりしないこと。
5－47　字の上手，下手は仕方がないが，誤字は絶対だめ。1年3組で2回もあった。注意して
　　ほしい。
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5－48筆順などと軽く考えないように。
5－49　ノートにまとめさせるときは，はっきりと何をまとめるのかをいうこと。
5－50　授業でいちばん大切なことは，計画どおりでなく，いかに理解されたかです。
5－51基礎的，基本的なことを，どの生徒にも100％理解させるようにあらゆる工夫をすること。
5－52　くどくなく，わかりやすい授業をもう度一度考えてみてください。
5－53　わかりやすく，ポイントが生徒の頭に入る。これが授業です。大学の講義とはちがうの
　　ですよ。
5－54　「わかった」，「できるようになった」このような満足感，充足感が生徒の心をやさしく
　　させ，落ちついた人間をつくるのです。
6。研究授業
6－1　いよいよ明日は研究授業ですね。決してうまくやろうなどとは考えず，落ち着いて，生
　　徒に話しかけるつもりでやってください。
6－2　いつもの通り，これでよいのです。
6－・3　生徒の反応は，クラスによっても，時限によってもちがいます。まして研究授業です。
　　臨機応変が必要になります。
6－4　研究授業ではとくに大部分の生徒は小さな声で答えます。だから，教師は全員に聞える
　　ようにくりかえしてやることなども必要になります。
6－5　もう一度，「何のために」，「何を」を確認しておいて下さい。
6－6　1時間のどこかで，生徒の作業をとり入れること。余裕ができます。
6－　7　「ヤマ」場がとても大切です。はじめて10分ぐらいのところに，それから20分か25分ぐ
　　らいのところに。あまり機械的に考える必要はないのですが。
6－8　全部を話そうとせずに7分目にしておき，3分を余裕として残しておくこと。
6－9　時間が足りない場合，余った場合のことも予め考えておいてください。
6－10　明日の研究授業では，つぎのことを心がけて下さい。①恐る恐るの態度を見せない，②
　　声は大きく，③発問はわかりやすく，はっきりと（生徒がわかっているかどうか確める），④
　　下調べしたことを全部だそうとするな，⑤板書はザラ紙に下書きしておく，誤字はないか。
e
7．生活指導など
7－1　今まで教師というものは学習指導をしっかりやっていればよかったのですが，最近では
　　仕事の大部分は生活指導です。
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7－2　ここ数年（もっと前からだったかもしれません），生徒会は立候補者がなく苦渋の歩み
　　を続けています。
7－3　きまりの指導にふりまわされています。しかし，きまりを守ることは必要なのです。
7－4　相性のよくない子，相性のよくないクラス，たしかにあります。しかし，それをそのま
　　まにすれば完全にうまくいかなくなります。
7－5　問題のあるクラスが悪いのではなく，問題があるのに解決しないクラスを悪いとしてい
　　ます。
7－6　生徒はなれてくるとだんだん羽根をのばします。それは先生をためしていることでもあ
　　ります。
7－7　「生徒はやっぱり元気な方がよい」，それに同感ですが，目的を見失った乱雑さやでたら
　　めの要素は教師として指摘する必要があります。
7－8　きびしさと親しみやすさ，この2面が指導には必要です。
7－　9　生徒は教師が本気でいっているのか，形だけでいっているのか敏感に嗅ぎとります。教
　　育には暖かさと厳しさが必要だとつくづく思います。
7－10　教師は本気で叱らなければならないこともあります。怒ってはいけません。叱るので
　　す。
7－11叱るコツなどに気を配るより，はげますことを考えなさい。
7－12　目と目の出会いは，教師と生徒との関係の中で大切な指導のひとつです。悪いことをし
　　ていて目が合うと生徒はやめますよ。
7－13　きびしい態度ももちろん必要です。しかし，それも生徒との関係ができあがっていない
　　とむずかしいのです。
7－14　生徒はひとりひとり自分の存在を知ってもらY・たいと望んでいるのです。
7－15　自分のことをわかってほしい一これは1年も2年も，男子も女子も同じです。むし
　　ろ，上級生にそれが強いことを忘れずに。
8．実習の終りに
8－1　毎日の生活の中で，砂が水を吸うようにいろいろなことを吸収していく前向きの姿勢が
　　たいへんよいと思いました。
8－2　子どもたちをとられた気分です。それだけ先生がよい実習をやったということでしょ
　　う。力をつけ，教師への道を歩んで下さい。
8－3　教師にとって何がいちばん大事なことかよく考えて，がんばってください。
8－4　教育は決して理くつではなく，実践なのです。
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8－5　教師は確かにやりがいのある仕事ですが，しかし，「お空の星」のようにきれいな仕事
　　ではないのです。
8－6　教師は肉体労働です。タフでないとつとまらないことがわかったと思います。いろいろ
　　な意味で自分をきたえよい教師になって下さい。
8－7　教師だけが疲れる職業ではないのですが，相手が生身の人間，しかも成長しつつある人
　　間だから苦労も多いのです。
8－・8　「10を知っていないと1のこ’とも教えられない」という事実をふまえて，今後一層勉強
　　してほしい。
8－　9　「よい」生徒だけに好かれない，目だたない生徒から大好きといわれるような先生にな
　　って下さい。
8－10　きびしさもいいですが，生徒に対してきびしさを説く先生が実は楽をしたい先生である
　　ということもあります。そのことを忘れないでください。
8－11厳しさは自分の教える教科の実力の裏付けがあってはじめて生きます。実力をつけて下
　　さい。
8－12　誠実で，真面目な人柄，研究熱心さは教師にとっての必要な条件を満たします。その他
　　に，部活の指導ができる何か「特技」を身につけておくことが必要です。
8－13　幅広く，いろいろな勉強をしてよい教師になって下さい。
8－14　情熱をもちつづけてよい先生になって下さい。
8－15　教師のすばらしさは，相手が生きていることであり，それだからこそ，自己変革が否が
　　応でも求められることにあると思います。学生時代にしかできない勉強を大いにやってほ
　　しいものです。
8－16最後に次のことをくりかえしておきます。教育とは技術ではなく，情熱を持ち続けるこ
　　とではなかろうかということ，また教育とは結局自己教育ではなかろうかということ，こ
　　の二点です。
8－17その人のもつ人格のほとんどすべてが反映してしまうという点で教師という職業は難し
　　いものであると思います。人間的により成長するということを念頭において，のこりの大
　　学生活をすごして下さい。
8－18　実習期間中に得たものをどのように生かしていくかが今後の課題ですね。’健闘を祈りま
　　す。
〔付記〕
　以上の実習校指導教諭の指導，助言は，1984年度前期に実習を終了した文学部文学科の学生の実習録，
「所見・批評」欄から抽出した。（菅原）
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